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建造物等の表面汚染の時間変化について（第 2報） 

山田正人・新井裕之（国立環境研究所） 

立尾浩一・米田修（日本環境衛生センター） 

吉田博文（福島県環境創造センター） 

１． はじめに 

産業廃棄物等に含まれる原発事故由来の放射性セシウムの濃度や量を、発生地点や発生時期毎に推定する

ためには、建造物等に付着した核種の放射能の物理減衰以外の時間変化を考慮する必要がある。この風雨等

の自然要因による環境減衰（ウェザリング効果）の程度を確認するために、帰還困難区域内にある建造物に

おいて、約 2年 3ヶ月に渡り、表面汚染密度の時間的な推移を検討した。 

２．方法 

帰還困難区域内において、2016 年 12 月より一月に一回程度、建造物外面の同じ位置の表面汚染を GM サー

ベイメータと鉛遮蔽体（コリメータ）を用いて測定した。得られた計数値（cpm）について、部材の種類（材

質）および部材の表面の向き（水平または垂直）毎に整理し、その降水量との関係を分析した。降水量は現地

に気象ステーションを設置して自動計測し、計器トラブルによる欠損値は現地と最寄りの気象観測所におけ

る降水量との一次回帰をとって補完した。 

３．結果と考察 

測定期間中の 816日間の雨量は 1,603mmであった。全 19の測定地点で、816日間の環境減衰は物理減衰の

3～7倍の大きさであった。地面のアスファルトを計測した 1点を除いて、物理減衰分を差し引いた表面汚染

密度と累積降水量との間に有意な相関関係がみられ（図１）、建造物等に付着した核種（放射性セシウム）の

環境減衰が、主に降水による洗い流しによるものであることが示された。また、累積降水量に対する減衰の

大きさは-0.05～7.8 cpm/mm の範囲にあり、部材の種類や表面の向きよりも、測定開始時の表面汚染密度が

影響していた（図２）。原発事故から 5年以上経過した後に計測を開始したため、特にガラスやプラスチック

等の表面が滑らかな素材では既に放射性セシウムが洗い流されていたこと、また木材等では既に内部に浸透

していたことなどがこの理由として考えられた。 

図１ 表面汚染（計数値）と累積降水量の関係   図２ 計測開始時の表面汚染密度と減衰の傾きの関係 

（コンクリート・水平）
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